公開講座フェスタ２０１４　講座内容
特別講演　１１月８日（土曜日）１６時００分から１７時３０分まで
丸谷　明夫（まるたに　あきお）　大阪府立淀川工科高等学校名誉教諭・吹奏楽部顧問
子どもが輝く瞬間（とき）
音楽との出会いは小学生の時に笛で吹いた「朧(おぼろ)月夜」を先生が涙をためて褒めてくれたこと。高２で合奏を指揮する魅力に取りつかれ、1964年に淀工に赴任して以来約半世紀、今も「名誉教諭」として吹奏楽部の指導を続けている。根っこにあるのは「子どもが好き、音楽が好き、学校が好き。」という思い。「日本一の評価を得ることではなく、日本一の努力をすること。」を信条とした指導法等を語る。
講座番号０１　１１月４日（火曜日）１３時３０分から１５時００分まで
追手門学院大学　安村 克己 （やすむら かつみ）　追手門学院大学地域文化創造機構副機構長 兼 基盤教育機構教授
持続可能性を実現する観光のあり方
リオ地球サミットから十年後のヨハネスブルグ地球サミット(2002年)において、観光は持続可能な開発を実践した唯一の政策領域と評価された。そうした観光が持続可能な人間社会の形成を実現する可能性について議論する。 
講座番号０２　１１月４日（火曜日）１６時００分から１７時３０分まで
大阪芸術大学　福原 成雄 （ふくはら まさお）　環境デザイン学科 教授
浄土宗総本山知恩院方丈庭園の謎
本庭園は、江戸時代初期の書院建築である大方丈、小方丈に面した瓢箪形をした北池と南池を中心にした面積約950坪の方丈庭園である。近年の文化財調査により徳川家が指示した庭園成立の謎が明らかになりつつあり、その内容について講義を行います。
講座番号０３　１１月５日（水曜日）１０時３０分から１２時００分まで
桃山学院大学　島田 克彦 （しまだ かつひこ）　経済学部 准教授
近代大阪の都市社会史
伝統的城下町を基礎としながら、近代日本における最大の工業地帯を形作った都市大阪。この講座では、近代における都市大阪の形成過程や都市社会の成り立ちについて、土地の利用や開発をめぐる社会関係に注目しながら学びます。
講座番号０４　１１月５日（水曜日）１３時３０分から１５時００分まで
大阪樟蔭女子大学　徳永 正直 （とくなが まさなお）　学長
体罰問題を考える。
賞罰は伝統的な教育手段の問題である。近年の体罰問題を含んで、本来、教育的な罰とはどのようなものでなければならないかを再確認し、道徳教育の可能性を探る機会にしたい。
講座番号０５　１１月６日（木曜日）１０時３０分から１２時００分まで
大阪観光大学　池田 和弘 （いけだ かずひろ）　国際交流学科 准教授
英文法はどこまで必要か？－文法シンプル化へのチャレンジー
　文法が難解なために英語が苦手になるという事例は、今日でもよく見受けられる。本講座では、ごくわずかな解説のみで、英文の読解や英作文が可能になる、実用的な技術と理論を紹介する。
講座番号０６　１１月７日（金曜日）１０時３０分から１２時００分まで
阪南大学　永田 拓治 （ながた たくじ）　国際コミュニケーション学部 准教授
三国（魏・呉・蜀）時代の国際情勢―諸葛亮と親魏倭王―
本講義では、後漢帝国が崩壊した後の東アジア世界を、中国だけではなく、朝鮮半島・日本・中央ユーラシアといった複数の視点からとらえる。なかでも邪馬台国の卑弥呼に親魏倭王の称号が賜与された真意をさぐる。
講座番号０７　１１月７日（金曜日）１６時００分から１７時３０分まで
神戸学院大学　山﨑裕康 （やまざき ひろやす）　薬学部 教授
知って得する食品添加物
食は、健康維持に不可欠な要素の一つであり、その安全確保は極めて重要である。また、食品には種々の添加物が使用されているが、その安全性について不安を抱く消費者が依然として多い。本講義は、食品添加物についての知識と理解を深めることを目標とする。
講座番号０８　１１月１０日（月曜日）１０時３０分から１２時００分まで
大阪大学・適塾記念会　合山 林太郎 （ごうやま りんたろう）　大阪大学 コミュニケーションデザイン・センター 講師　
政治家・企業人の自伝から近代日本の文学を考える
日経新聞『私の履歴書』などの自伝・伝記資料を網羅的に調査し、近代日本の政治家・企業人と文学との関係 －彼らがどのような古典作品や近代小説を読み、そこから何を得たのか－ について考察します。
講座番号０９　１１月１０日（月曜日）１３時３０分から１５時００分まで
関西大学　山本 登朗 （やまもと とくろう）　文学部 教授
『伊勢物語』と業平伝説　―謡曲「井筒」の背景―
『伊勢物語』の中から、よく知られた「筒井筒」の段を取り上げ、その内容を読み直すとともに、そこから作られた、奈良と大阪を舞台とする壮大な伝説と、さらに世阿弥が生んだ能の名曲「井筒」の世界を探ります。
講座番号１０　１１月１０日（月曜日）１６時００分から１７時３０分まで
梅花女子大学　西上 あゆみ （にしがみ あゆみ）　看護学部 准教授　
災害時の保健医療活動
近年、大規模災害が危惧されていますが、災害が起こると健康面にいろいろな影響をもたらします。避難所での看護師の活動など、災害時の保健医療活動を知って頂きながら、備えについて一緒に考えてみたいと思います。
講座番号１１　１１月１１日（火曜日）１６時００分から１７時３０分まで
帝塚山学院大学　鶴崎 裕雄 （つるさき ひろお）　名誉教授
大坂城（大坂冬の陣400年）
元和元年（1615年）大坂夏の陣で豊臣秀吉が誇った大坂城が滅び、秀頼・淀殿は自害、時代は新しく徳川幕府の江戸時代となった。来年、平成27年は大坂城落城後400年に当たる。逸話を交えて、大坂（阪）城について考えてみたい。

講座番号１２　１１月１２日（水曜日）１０時３０分から１２時００分まで
大阪府立大学　岡本 双美子 （おかもと ふみこ）　看護学部 家族支援看護学分野 准教授
グリーフ（悲嘆）　－大切な人を亡くすとは－　
　大切な人を亡くすということは、人生最大のストレスであると言われています。本講座では、グリーフ（悲嘆）についての知識や今からできる備え、支援方法についてお話していきます。
講座番号１３　１１月１２日（水曜日）１３時３０分から１５時００分まで
園田学園女子大学　山本 恭子 （やまもと ゆきこ）　人間健康学部 教授
生活と微生物学
　私たちが暮らしている環境には多くの微生物が生息しており、ヒトと微生物はひとつの世界の中で共存しています。普段、意識することはあまり無い微生物をヒトの生活という側面から覗いていきたいと思います。
講座番号１４　１１月１２日（水曜日）１６時００分から１７時３０分まで
大阪国際大学　小泉 大輔 (こいずみ だいすけ)　 ビジネス学部 経営デザイン学科 講師　
女性活躍推進のための人材マネジメント
官民問わず、女性活躍の推進施策が議論されています。本講座では、日本における人材マネジメントの本質的な原理をわかりやすく紹介することを通じて、女性の活躍が拡大しない要因を皆さんと考えてみたいと思います。
講座番号１５　１１月１３日（木曜日）１３時３０分から１５時００分まで
太成学院大学　高橋 清 （たかはし きよし）　人間学部 准教授
“簡単に誰でも”若々しくなる運動
　誰でも40歳前後になると、自分の体の変化を感じるようになります。特に筋力の低下が老化を加速し、筋肉量が減少すると生命維持機能も低下します。「簡単にできる」「いつでもできる」「室内でもできる」1日数分間、体を動かすだけで運動効果が実感できる運動を紹介します。
講座番号１６　１１月１３日（木曜日）１６時００分から１７時３０分まで
大阪経済法科大学　藤本 和貴夫 (ふじもと わきお)　 学長
大坂へ来た黒船　―日露関係の歴史から未来を考える
大坂に最初に現れた黒船はロシアのディアナ号である。船が停泊した天保山は見物人で大混雑した。翌1855年の国交樹立以来、ヨーロッパの大国ロシアと日本の関係は波乱に満ちたものとなった。交流の歴史から未来を考える。

講座番号１７　１１月１４日（金曜日）１０時３０分から１２時００分まで
関西大学東西学術研究所（泊園記念会）　長谷部 剛 （はせべ つよし）　関西大学 文学部 教授
藤澤南岳の漢詩を読む
　大阪の漢学塾、泊園書院の院主であった藤澤南岳(1842-1920)は大変すぐれた詩人でもありました。南岳の詩には、激動の幕末・明治の新風物・大阪の美しい自然を詠じたものなど、大変面白い詩が多く含まれています。この講座ではみなさんと南岳の漢詩を味わいながら、明治の大阪をともに旅したいと思います。
講座番号１８　１１月１４日（金曜日）１３時３０分から１５時００分まで
大阪大谷大学　笹川 博司 （ささがわ ひろじ）　教育学部長　　教育学部教授
蘆刈　―難波の浦の物語―
　「津の国難波わたり」に住む一組の男女の運命。平安時代に成立した歌物語『大和物語』の一つの章段に語られた蘆刈説話といわれる物語を味読し、物語というものがどのように享受されていくのかを考察します。
講座番号１９　１１月１４日（金曜日）１６時００分から１７時３０分まで
一般社団法人　心学明誠舎　吉川 宗男 （よしかわ むねお）　　哲学博士/ハワイ大学名誉教授/国際メンターシップグラジュエートスクール学長/NPO法人国際メンターシップ協会名誉会長・理事
石田梅岩の心学とメンタリング　メビウスのメガネをかけて！
メビウスのメガネとは21世紀のパラダイムを比喩的に捉えたメガネであり、ものの本質を見抜くメガネである。講演では石田梅岩がこのメガネをかけ、日本の経営の父の一人、メンター(人生の師匠)として登場する。このメガネを通し、彼の思想をいろいろな観点から捉え、それが今日我々に何を意味するのかその意義を問う。
講座番号２０　１１月１４日（金曜日）１９時００分から２０時３０分まで
四天王寺大学　田島 智子 (たじま ともこ)　 人文社会学部　教授
歌と絵　－平安時代の鑑賞の推測－
平安時代、絵を題材に歌を詠み、同時に鑑賞することが盛んに行われた。しかし、現在絵は失われ、歌だけが残っている。そこで、現存する絵画資料に類似の場面を求め、歌と絵を合わせて鑑賞することを試みる。


